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第 4章「第3次糸満市子どもの読書活動推進計画」の達成状況

1日「第3次糸満市子どもの読書活動推進計画」の達成状況

(1)第 3次計画の指標の達成状況

第 3次計画期間においては、今和 6年度を目標 として、下記のとおりを動指標を設

定しました。進捗状況については、以下のとおりとなります。

評価基準 【A】 計画どおり、または計画を上回って達成

【B】 計画どおりではないが、概ね達成

【C】 一部達成

【D】 未実施

100%～

75%～

50%～

分l員 指標 主体(主管課) H31 目標
(R6)

評価 (R5)

乳
幼
児

・
小
中
学
生
に
共
通
し
て
行
う
取
組

1

乳幼児から小中学
生のいる施設 (教

育・保育施設、小中
学校等)を対象とし
た図書整備への財
源確保の検討

生涯学習課 未検討 検討 D 未検討

教育委員会では小中学校の学校図書館
の充実に向け、地方交付税交付金措置が
されているが、教育・保育施設の財源確
保については困難である。

2

小中学校や保育・教
育施設等へ提供す
るための「図書選定
基準」「図書廃棄基
準」の策定

生涯学習課
中央図書館
学校教育課

未策定 策定 B 策定

小中学校においては、学校教育課が作成
の「学校図書館図書資料廃棄(除籍)事務
取扱基準」、また図書館司書研修会にお
いてマニユアル作成を行い、図書選定や
廃棄を行つている。記載内容については

現状に合わせて適宜修正をしていく。

3
読み聞かせボラン
テイア育成のための
勉強会

生涯学習課
年3回
実施

年3回
実施

A 年4回
実施

読み聞かせ勉強会やブックスタート推進
員養成講座を、R3(2回 )、 R4(4回 )、 R
5(4回 )実施。学校図書館司書研修会に
おいても勉強会を実施し、学校の読み聞
かせ活動において、社会教育指導員等の

派遣が検討できることも周知した。

4
読み聞かせや読書
の大切さを説明す
るリーフレット配布

生涯学習課
中央図書館
学校教育課

未配布 酉己布 A 配布

第3次糸満市子どもの読書活動推進計画
概要版を生涯学習課窓口に設置、ブツク
スタートや絵本のひろば等においても配
布。中央図書館においても、リーフレット
をカウンター等に設置し配布を行つた。

5
毎月第3日曜日に
「ファミリー読書

1」

のPR

生涯学習課
中央図書館

未実施
毎月
実施

A 毎月実施
中央図書館や教育委員会に「フアミリー

読書」ののぼりを設置し、同知を図つた。
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分類 :旨お票 主体(主管課) H31
目標
(R6)

綱   (R5)

乳
幼
児

・
い
中
学
生

に
共

通

し

て
行
う

取
組

6 子ども向け移動図
書館の整備の検討

中央図書館
生涯学習課

未検討 検討 B 検討

現在、学校(9)や、児童センター(1)を ス

テーションとして巡回。巡回時に、予め児
童図書を積替えて対応。現行車両と子ど

も向け移動図書館の2車両体制は人的・

費用面から困難。

7

小中学校や教育・保
育施設等への移動
図書館の巡回の拡
充の検討

中央図書館 未検討 検討 B 検討

現在、学校(9)や、児童センター(1)をス
テーションとして巡回。市内25ステー

ションを巡回し、現在の体制では拡充は
困難。利用率の低いステーシヨン見直し
の際に、学校や教育・保育施設等への巡
回を検討。

8

障がいのある子ど
もに対するサービス
として、アクセツプ

ルな書籍等
2の

整備
と提供及び宅配、手
話・筆談等によるコ
ミュニケーシヨンの
確保、図書館利用の
際の介助、図書館資
料等の代読サービ
スの実施等

中央図書館 実施 実施 B 実施

子ども向けの点字図書をはじめ、LLブッ

ク等を収集。また、読み上げ機能をもつ

電子書籍を導入し、カウンターで筆談用
ボードや指差しボードを配置した。身体
に障がいをもつ利用者向けに宅配サービ

スを実施した。

9 電子書籍の導入 中央図書館 検討 導入 A 導入

令和4年 3月導入(R3年169件/R4年
1408件/R5年963件 )。 利用回数・年
数制限があるコンテンツが多く、選書に

制限がある。

1 0

子どもやその保護
者、読み聞かせボラ
ンテイアを対象とし
た読書活動に関す
る取組の実施

中央図書館
生涯学習課

毎月
実施

毎月
実施

A 毎月実施

定例おはなし会、赤ちやんおはなし会、子
どもげきじょう、平和祈念読み聞かせ会、

絵本のひろば等、子どもやその保護者が

本に親しむイベントを実施した。

11

子どもの発達段階
に応じたブツクリス
トや図書館だよりな
どを、小中学校や教
育・保育施設等に配
布

中央図書館 酉E布 画己布 A 酉己布

年齢別ブツクリストを作成し、ブツクス
タートで配布した。また、図書館だより
も、市内小中学校や教育・保育施設等に
配布を行つた。

1 2
SNSやインターネッ
トなどを活用した情
報発信

中央図書館
月2回

実施
月2回

実施
A 月2回

以上実施

おはなし会をはじめ各種イベント情報を

月2回以上発信した。
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分舞 指標
主体

(主管課)
H31 目標

(R6)
綱   (R5)

乳
幼
児
に
対
し
て
行
う
取
組

1 3
ブックスタート事業
を拡充

生涯学習課

1事業
(ブック
スター

ト)

2事業
(ブツク
スター
ト、セカ
ンド
ブック)

A
1事業

(ブツクス
タート)

セカンドブツク準備委員会を設置。推進
員の協力を得て、1歳 6か月児健康診査、
3歳児健康診査において読み聞かせの実
践を行い対象児(1歳 6か月児健康診査
にて実施)や絵本の選定をし、予算要求
に繋げることができた。セカンドブック実
施に向け、推進員養成講座も開催した。

1 4
教育・保育施設等ヘ
の読み聞かせボラン
ティア派遣の検討

生涯学習課
中央図書館

未検討 検討 A 実施

中央図書館館長や社会教育指導員が小
学校で読み聞かせを実施した。また、中
央図書館窓口業務委託先スタッフが中学
校でブツクトークを行つた。中央図書館と
しては児童書及び読み聞かせに関する資
料の収集を行い、読み聞かせ活動に活用
できるよう執り行つた。

15
「赤ちゃんタイム3」

の実施
中央図書館 未実施 実施 C 未実施

「赤ちやんタイム」内規の作成を行い、委
託先と実施に向け調整した。

1 6

保護者に対し、子ど
もへの読み聞かせ
の重要性を伝える
取組を行うよう努め
る

教育・保育
施設

子育て支援
施設

7施設 8施設 A 5施設

絵本だよりの発行や絵本の貸出しを行
い、個人面談においても取り組みを行つ
た。図書館だよりや館長だよりを掲示す
ることで、図書館を身近に感じてもらう
ようになつた。また、職員への読み聞かせ

研修も行つた。
※R6現在、公立5施設の為、5施設を対
象とした。

17
保護者へ絵本の貸
出を行うように努め
る

教育・保育
施設

子育て支援
施設

7施設 8施設 A 4施設

保護者向けに「おやすみ絵本」の貸出など
を実施。園児の絵本貸出日に合わせて保
護者向け貸出を検討している施設もあ
る。
※R6現在、公立5施設の為、5施設を対
象とした。

小
中
学
生
に
対
し
て
行
う
取
組

1 8
「平日の読書時間
30分以上」の日標
を定める学校数

小中学校 0校 ¬6校 C 1校

「時間の確保が難しい」「生徒の自主性に
任せている」の意見が多い中、日標として
定めていないが、隙間時間を利用して読
書を推奨している学校もある。学校目標
定めることを推奨しつつ、学校に限らず、
「家庭」でも読む時間を持つことを推奨す
る。

1 9
朝の一斉読書(読み
聞かせを含む)を行
う学校数

小中学校 16校 16校 B 12校

昼の時間の活用を検討している学校もあ
る。一斉読書(朝の読書など)や授業等で
読書を推進するなど、学校生活全体を通
じて読書活動の充実を推奨したい。

20

「1週間に1冊以上は
本を読む」の日標を
定める学校数

小中学校 0校 16校 B 10校

「1週間に1冊以上」ではなく、「年間目標
冊数」を定めている学校が多い。ある学
校からの報告で「年間目標冊数が40冊
のため、学校が35週として換算すると1

冊以上となる」の回答があつたこともあ
り、年間目標冊数も実績とした。

21

「学校図書館図書標
準」を達成する学校
数

小中学校
学校教育課

12校 16校 A 14校
ただし、冊数としてはみたしているが、内
容については疑間がある。

第4章  「第 3次糸満市子どもの読書活動推進計画」の達成状況
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第4章  r第 3次糸満市子どもの読書活動推進計画」の達成状況

1沖
縄県では毎月第3日 曜日を「家庭の日」としており、「家族読書の時間」「ノーテレビ・ノーゲームの時間」を設け

て家庭で読書に親しお rフ ァミリー読書」を推進しています。

2読
書バリアフリー法第 2条第 2項において、「視覚障害者等が利用しやすい書籍」(以下「アクセシブルな書籍」とい

う。)と は、「点字図書、拡大図書その他の視覚障害者等がその内容を容易に認識することが出来る書籍」と定義されて

おり、例えば点字図書、拡大図書、音訳図書、触る絵本、LLブック、布の絵本等があります。また、読書バリアフリ

ー法第 2条第3項 において、「視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等」(以下 rァ クセシブルな電子書籍等」とい

う。)ヒ は、「電子書籍その他の書籍に相当する文字、音声、点字等の電磁的記録… (略)であって、電子計算機等を利

用して視覚障害者等がその内容を容易に調識することができるもの」と定義されており、例えば、音声読み上げ対たの

電子書籍、デイジー図書、オーデイオブック、テキス トデータ等があります。ネ見覚障害者等による、これらのアクセシ

ブルな書籍およびアクセシブルな電子書籍等を合わせて「アクセシブルな書籍等」とします。

3赤
ちゃんなど小さいお子さん連れの利用者が気兼ねなく図書館を利用できるように、主に平日の 2時間程度、「赤ち

ゃんタイム」を設けている事例があります。「赤ちゃんタイム」を設けることで、赤ちゃんが泣いたり、幼児がおしゃ

べりしていても、周りに気を追うX要がなくなります。

分類 指標
主体

(主管課)
H31 目標

(R6)
評価 (R5)

小
中
学
生
に
対
し
て
行
う
取
組

22

「児童生徒が読書を
楽しむのに十分な本
がそろつていると思
う」と答えた学校数

小中学校
学校教育課

9校
(大度
分校含
む)

18校
(大度
分校含
む)

C
6校 (大度
分校含む)

市の予算では調べ学習に役立つ図書の
購入が中心となるが、読書を楽しむには
PTAか らの徴収で補つている。

23

「児童生徒が授業で
活用できる本や資
料などが十分にそ
ろつていると思う」
と答えた学校数

小中学校
学校教育課

7校
(大度
分校含
む )

18校
(大度
分校含
む)

C
4校 (大度
分校含む)

「学校図書館図書標準」は達成している
が、授業として活用できる内容としては
おいついていない。

24 学校図書館間の相
互貸借を検討

小中学校
学校教育課

未検討 検討 D 未検討

必要な時に互いに連絡をして貸借をして
いる学校は数校あるが、システムを構築
しての貸借は体制ができていない状況。
学校間の相互貸借のシステム構築には予
算的にも即実施は難しい。

25 司書資格を持つ学
校司書の配置

教育総務課 12人 16人 C 9人

広報誌及びホームページにて募集を行
い、市内小中学校へ図書館司書を配置。
司書の資質を高めるために、市内学校図
書館司書研修や南部地区司書研修を定
期的に行つている。

26
学校図書館と中央
図書館の合同研修
会等を実施

小中学校
中央図書館

未実施 実施 B 未実施 R4(1回 )、 R5(未実施)。

27

読み聞かせボラン
ティアによる学校で
の読み聞かせの実
施を促す

生涯学習課

16校
(大度
分校含
む)

18校
(大度
分校含
む)

B
12校 (大
度分校含

む)

減少しているが、毎週実施や年に数回な
ど学校によつては様々である。ボラン
テイア不足など課題はあるが、学校にお
いて保護者対象とした読み聞かせ勉強会
などを開催するなど、読書の要性につい
て理解を深める取り組みを促し、推奨し
ていく。
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第 5章  r第 4次糸満市子どもの読書活動推進計画」の取組

「 4

1口 子どもの読書活動の推進方策

(1)発達段階に応じた取組

「第五次沖縄県子どもの読書活動推進計画」の子どもの読書に関する発達段階と読

書の姿に、本市の具体的な事業をとりまとめてみました。

読書に関する発達段階と読書の姿 (※引用先の文言をと部改変)

絵本以外に、紙芝居やペープサート、写真や どの映像教材などが含まれる。
2多

様な本や文章があることを知り

※上段に保育要領、学習指導要領、
※下段に糸満市の取組を記載

、読書する本や文章の種類、分野、活用の仕方など自分の読書の幅を広げていくこと。

中段に阪本の読書発達段階をまとめた(沖縄県第五次子どもの読書活動推進計画)。

′」

学童期
学ヽ校中学年

学童期
小学校高学年

青年前期
中学校乎し幼児期

学童期
小学校低学年

活かす読書

読
書
の

発
達
段
階 楽しむ読書 親しむ読書

・伝記を読み、自分
の生き方について考
える。
・読書(D楽しさや有
効性を実感しなが
ら、日常生活の主体
的・継続的に読書を

行う。
・ 日常的に読書に親
しみ、読書が、自分
の考えを広 Iザること
に役立つことに気付
く。
・言葉がもつよさを

認識するとともに、
進んで読書をし、国
語の大切さを自覚し
て思いや考えを伝え

合おうとする態度を

養う。

・読書が、知識や情
報を得たり、自分の

考えを広げたりする
ことに役立つことを

理解する。
・本や文章などに
は、様々な立場や考
え方が書かれている
ことを知り、自分の

考えを広げたり深
めたりする読書に生
かす。
・ 自分の生き方や社
会との関わり方を支
える読詈の意義と効
用について理角子す
る。
。幅広く読書に親し
み、本にはいろいろ

な種類があることを
知る。

・読書に親しみ、い
ろいろな本があるこ
とを知る。
・言葉がもつよさを

感じるとともに、楽
しんで読書をし、国
語を大切にして、思
いや考えを伝え合お
うとする態度を養
うど
・読み聞かせに親し
んだり、文字を拾い

読みしたりして、い

ろいろな絵本
1や

図
鑑などに興味をも
つ 。        

・

・絵本の挿絵などを

手掛かりに 内ヽ容を

大まかにキ巴握し、応
答する。

・幅広く読書に親し
み、読書が、必要な

知識や情報を得るこ

とに役立つことに気
付くЬ
・身近な生活や実社
会との関わりを考え
るための読書の意
義と効用について理
解を深める。
・言葉がもつよさに

翼付くとともに、幅
広く読書をし、国語
を大切にして、思い
や考えを伝え合おう
とする態度を養う。
・幅広く読書に親し

み
2、

本にはいろい
ろな種類があること
を知る。

・保育教諭等や友達
と心を通わせる中
で、絵本や物語など
に親しみながら、豊
かな言葉や表現を

身に付け、経験した
ことや考えたことな
どを言葉で伝えた
り、相手の話を注意
して聞いたりし、言
葉による伝え合いを

楽しむようになる。
・絵本や物語などに

親しみ、興味をもつ
て聞き、想像をする

楽しさを味わう。

・いつそう多読にな
る。
・ 目的により多様な

読み方を使い分け
る。
・読書活動ももつと
も旺盛なときで、読
み物の興味も多方
向に分化する。
・行動の障壁を勇気
を持つて突破する
「冒険物語」、知的な

'同

察をもつて問題を

解決する「推理物
語」、また「感傷物
語」に興味を持つ。

。読書技能が成熟
し、多読や目的に応
じた読書により、読
んだものへの批判な
どができる時期。
・必要に応ずる図書
を選択でき、思考
し、評価し、比較し、
統一する。
・科学ものは、興味
によつて分化し始め
る。
・現実の問題として
「進路指導」関係の

文献にも興味を持
つ 。

・つつかえながら―

字ずつ拾つて音読を

すると分からない文
字を聞く。平坦な読
み物ならば、独立し
て読む。新語が推測
できる。読み返さず
とも考えなんヾら読め
る。読書の習f慣が養
われる。
・本を読みたがる。
拾い読みをしながら

読む。やさしいもの
ならひとりで読め
る。

・読書の基礎的な技
術が一定の成熟度
に達する。黙読がで
きる。
・自発的にさかんに

読む。
・1盾報を図書に求め
て問題を解決する。
・文がなめらかに読
め、長い文章でも読
みとおせる。
・科学の芽を育てる
「図鑑」や自然や社会
の真実を手引きする

本にも興味を持つ。

読
書
の
姿

・読むことを学習す
る心身の準備が成
熟する。
・お話しを聞きたが
るも
・絵本を見てそら読
みをする。
・文字を覚え始め
る。

子どもげきじよう

絵本のひろば

読書標語
平和祈念読み聞か
せ会
YAポップコンテスト

子どもげきじょう

絵本のひろば

読書標語
平和祈念読み聞か
せ会

子どもげきじよう

絵本のひろば

読書標語
平和祈念読み聞か
せ会

糸
満
市

赤ちやんタイム

赤ちやんおはなしか
い(ぴよびよ0歳、よ
ちよち1歳 )

定例おはなし会
子どもIザきじよう

絵本のひろば
ブックスタート
セカンドブツク

定例おはなし会
子どもIザきじよう
絵本のひろば

読書標語
平和祈念読み聞か
せ会
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(2)子L幼児・小中学生に対して行う取組          |
国の計画「第五次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」、県の計画「第

五次沖縄県子どもの読書活動推進計画～五感で拓 く多様な読書～」で示された方針を

基本としつつ、本市の取組を実施 していきます。

・家庭

子どもの読書習慣は日常の生活を通して形成されるものであり、読書が生活の中

に位置づけられ継続 して行われるよう、子どもにとって最も身近な存在である保護

者が配慮・率先して、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に積極的

な役割を呆たしていくことが求められています。家庭で読み聞かせをしたり、子ども

と一緒に本を読んだり、図書館に出かけたりする等、子どもが読書に親しむきっかけ

を作り、また、保護者自身も本に親しみ、読書の童要性を理解した上で、読書に対す

る興味や関鳶を引き出すように子どもに働き掛けることが大切です。

・教育・保育施設

また、教育・保育施設では、乳幼児期に読み聞かせの楽しさを知ることができるよ

うに、幼稚園教育妥領や保育所保育指針等に基づき、乳幼児が絵本や物語に親しむ活

動を積極的に行うことが期待されています。あわせて、保護者に対し、読み聞かせの

大切さ等を普及することが求められています。乳幼児が絵本や物語に親しむ機会を

確保する観点から、安′せして図書に触れることができるようなスペースの確保に努

めることも大切です。中央図書館の団体貸出を利用する等、全ての子どもがより多く

の本にアクセスできる環境の整備に努めることも求められています。

・小中学校

子どもの読書活動の推進に当たっては、読書の楽しさや本の索晴らしさ、本を使っ

て調べ学vSミ ことを教える大人の存在が極めて重要です。本の世界への案内役となる

専門的な知識・技能を持った職員がいることで、学校図書館は、よりf層 その機能を

発揮することができます。学校図書館の運営は、学校長のリーダーシップの下、計画

的・組織的になされるよう努めることが望ましいです。これを踏まえ、司書教諭が中

′ことなり、すべての教職員、学校司書、地域のボランテイアが連携・協力して、それ

ぞれの立場から、学校図書館の機能の充実を図り、児童生徒の学習活動・読書活動を

推進していく体制を整備することが重要です。

多くの子どもが長い時間を過ごす学校等の役割は重要性を増しており、日々の読

書指導や各教科等における学校図書館を活用した学習活動の充実を図っていくため

には、司書教諭や学校司書のみならずすべての教職員が連携し、学校全体で児童生徒
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の学習濫動・読書活動を推進 していく体制を整備することが重要です。各学校におけ

る校内研修や研究会等を通 じた教職員間の連携を促すとともに、読書指導に関する

研究協議や先進的な取組例の紹介等により、教職員の意識の高揚や指導力の向上、学

校図書館を滑用した指導の充実等に努めます。

小中学校においては、すべての子どもが自由に読書を楽 しみ、読害の幅を広げてい

くことができるように適切な支援を行うとともにそのための環境を整備 します。そ

の際、子どもの読書の量を増やすことのみならず、読書の質をも高めていくことが求

められています。

・学校図書館

学校図書館は、学校教育において欠くことのできない基礎的な設備であり、「読書

センター」「学習センター」「情報センター」としての機能を有するとされています。

これからの学校図書館には、読書活動における利活用にカロえ、様々な学習 。
1旨導場面

での利活用を通 じて、子どもたちの言語能力、情報活用能力〔問題解決能力等の育成

を支え、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を効果的に進める基盤 とし

ての役割が期待されていまする これらを含め、:学校においては、「学校図書館ガイ ド

ライン3」 を参考に、学校図書館の整備充実を図ることが重要です。

さらに、学校図書館は、可能なFRり 児童生徒や教職員が最大FR自 由に利活用できる

よう、また、一時的に学級になじめない子どもの居場所 となり得ること等も踏まえ、

蜂要に庵 じ、地域の様々な人々の参画も得ながら、児童生徒の登校時から下校時まで

の開館に努める等、多様な背景を持つ児童生徒に読書や学習の場の提供に努めるこ

とが大切です。

加えて、蔵書の貸出しの促進、子どもに本を借 りることを習慣化させる取組が図ら

れることが重要です。全校一斉の読書活動等は、本を読む習慣のない子どもが本を手

に取るきっかけとなり、不読率の改善に繁がる可能性があるとされており、学校にお

いて読書の機会が確保されることは、子どもの読書習慣の形成を促すうえで重要と

されています。                       ィ

・中央図書館

｀
子どもにとって、図書館は、その豊富な蔵書の中から読みたい本を自由に選択 し、

読書の楽しみを矢口ることができる場所ですきまた、保護者にとっても、子どもに読ま

せたい本を選択 したり、子どもの読書について司書に相談 しだりすることができる

場所です。図書館は子どもやその保護者を対象とした読み聞かせ会、展示会等を実施

3詳細は以下のURLか らご覧ください。

(hllps://wWW・ mexl.go.jp/9_menu/sho10u/dOkushO/1ink/13患059て7.hlm)
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第 5章  「第4次糸満市子どもの読書活動推進計画」の取組

するほか、読み聞かぜボランチィア団体の支援や活動の機会の提供等、地域における

子どもの読書活動を推進する上で童要な役割を果たすとされています。 このような

取組は、引き続き、図書館において充実させていくことが求められています。

・児童センターや放課後児童クラブ等

児童センターや放課後児童クラブ、放課後子ども教室等においては、放課後及び上

曜日における子どもたちの居場所となっている現状を踏まえ、読害活動を引き続き

推進することが望まれます。

・学校・家庭・地域の連携・協力

沖縄県が実施 した読書実態調査の結果から幼少期に家庭や地域で読書経験があり、

読書を通して共感体験をした子どもほど、その後読書に肯定的な態度をとるようにな

るとあります。そのため、就学時前の豊かな読書経験をすることが重要となり、子ど

もたちが主体的に読書活動に取り組むためには、幼少期と同様に学校・家庭・地域が

連携・協力して環境を整えることが重要です。

きみの夢中で読む彦貢が、見たいんだ。

お父さんのための

読み聞かせ講座
繁揺筆法寡Y逹

8ぱ
暫ごとピ

0(畳

間)

申込フォーム

鰯

お父さんのための読み聞かせ講座 (今和 6年度実施 )

″

お子されに、絵本、読んで生ヽま十かt

「どうやってi洸 めばいいのかわ力下,な い :|

「r丁 なもが集中しなtヽ …
1

「ドt,メ |力 ,|マ やに

'々

翌‐力∫ちい
|

お父さんの1帝みを、解決できる力〉はオ)か りませた.

ξもおとゃべりして、ヽるうちに、

きっと灯か気づサるかも。

お子さ/と 、 オイチされを逃れての参加1は 白出です.

お父さんおひとりでもOKゃ

一緒に読み燿むかせのこと、考えてみませんかな
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(3)今後の取組項目

① 乳幼児と保護者に絵本を開く楽しい体験と合わせて、家庭における読書習慣を定

着する施策として、ブックスタートやセカンドブック事業の充実を図ります。
. 【生涯学習課】

≪活動指標≫

・ブックスタート参加率

R5年度 (現状値) Rll年度

91.7% ¬00%
・セカンドブツク参加率

R5年度 (現状値) Rll年度

1000/0ヽ

② 赤ちゃん等小さいお子さん連れの利用者が気兼ねなく図書館を利用できるよう

に、「赤ちゃんタイム」を実施します。 【中央図書館】

③ 発注段階に痣じた絵本を読み聞かせをする等、指導計画に位置づけるように努め

ます。 【教育∫保育施設、保育こども園課】

④ 子どもの発達段階にAじ た本を豊富に揃えるよう努めます。 【中央図書館】

⑤ 読み聞かせや読書の大切さを説明するリーフレットや図書館だより等を教育・保

育施設や小中学校等に配布します。

【生涯学習課、中央図書館、学校教育課、保育こども園課、こども未来課】

④ 子どもやその保護者、読み聞かせボランテイアを対象とした読書活動に関する取

組を実施します (絵本のひろば/平和祈念読み聞かせ会/お はなし会/講演会等)。

【中央図書館、生涯学習課】

≪活動指標≫

R5年度 (現状値) R¬ 1年度

毎月実施 毎月実施

⑦ 子どもが絵本や物語に触れる場や機会が多様になるように努めます。

【教育・保育施設 (保育こども園課)、 子育て支援施設・児童センター・放課後児

童クラブ (こ ども未来課)、 小中学校】
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③ 施設職員や保護者、地域住民等による読み聞かせ等を定期的に行うように努めま

す。

【教育・保育施設 (保育こども園課 )、 子育て支援施設・児童センター・放課後児

童クラブ (こ ども未来課 )、 放課後子ども教室 (生涯学習課)】

⑦ 教育・保育施設や学校等での読み聞かせボランティア協力を促します。また、施

設等において、保護者等と連携するよう促していきます。

【生涯学習課、中央図書館】

① 保護者に対し、日常における子どもへの読み聞かせや子どもの読書活動の重要性

を伝える取組を行うように努めます (絵本だよりや学校だよりの西E布 や掲示/個人

面談時に伝える/研修会等/学校の読書活動の紹介/保護者の読み聞かせボラン

ティア参加募集/家庭における読書活動を促す等)。

【教育・保育施設 (保育こども園課)、 子育て支援施設・児童センター・放課後児

童クラブ (こ ども未来課)、 小中学校】

① 絵本を家庭に持ち帰ることにより、子どもの絵本への興味を広げたり、家庭での

読み聞かせの習
j廣化に繁がることから、保護者へ絵本の貸出を行うように努めます。

【教育・保育施設 (保育こども園課)、 子育て支援施設・児童センター (こ ども未

来課)】

② 読み聞かせボランティア等育成のための勉強会を実施します。【生涯学習課】

≪活動指標≫

R5年度 (現状値) Rll年度

年 4回実施 年 4回実施

⑬  「ファミリ∵読書
4(毎 月第 3日 曜日)」 、「子ども読書の日

'(4月 23日 )」、「子

どもの読書週間 (4月 23日 ～5月 12日 )」 、「文字・活字文化の日 (10月 27

日)」 (「読書週間 (10月 27日 ～ |1月 7日 )」 において各地域・学校でそれぞれ

の趣旨にもとづき、子どもの読書活動への関′dを 深める取組を実施、又は奨励 しま

す。 【生涯学習課、中央図書館、学校教育課、小中学校】

⑭ 子どもが読書に興味をもつような活動、関係者の資質向上のための活動、関係す

る機関や団体間の連携において特色ある優れた実践を行っている学校・図書館 `団

体・個人に対して、国や県の表彰制度へ推薦することで、その取組を奨励するよう

に努めます。 【生涯学習課】

4p46注
界尺1参照。
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〇 小中学校や教育・保育施設等への移動図書館くろしお号の巡回、及び効果的なス

テーションの選定を行っていきますЬ 【中央図書館】

⑭ 障害のある子どもに対するサービスとして、アクセシブルな書籍等5の整備と提

供及び宅配t手話・筆談等によるコミュニケーションの確保、図書館利用の際の介

助、図書館資料等の代読サービスの実施等を行います。 【中央図書館】

O 電子書籍の充実と利用促進を図ります。 【中央図書館】

⑬ 子どもたちの健康や寿連段階等に配慮しつつ、スマートフオンやタブレット端末

等を使用した電子書籍の利用の促進を促します。併せて、学校図書館や申央図書館

のDXに対Aし たインフラ整備を進めるよう努めます。

「【学校教育課、教育総務課、中央図書館、小中学校】

O 読書を広げる取り組みについて、SNSや インターネット、メーリングリス ト等

を活用し、情報発信を行います。【中央図書館、生涯学習課】

≪活動指標≫

R5年度 (現状値) Rll年度

月2回以上実施 月2回以上実施

⑩ 一斉読書 (朝 の読書(読み聞かせ等)や授業等で読書を推進する等、学校生活全

体を通して読書活動の充実を図ります。 【小中学校、学校教育課】

≪活動指標≫ !
P「平日の読書時間 30分以上」の目標を定める学校数

R5年度 (現状値) Rll年度

1校/16校 18校/18校 6

・一斉読書を行う学校数

R5年度 (現状値) Rll年度

12校/16校 18校/18校

。「「
週間に 1冊以上は本を読む」の目標を定める学校数

R5年度 (現状値) Rll年度

10校/16校 18校/18校

5 p46注
X尺

2参照。

6母数 Iむ 枚は、大度分校 2校を含んだ数値。
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④ 各教科の授業内容にAじ た関連図書を紹介したり、学校行事の企画準備に図書館

資料を考用する等、学校図書館を計画的に利用し、児童生徒の主体的・意欲的な学

習活動を展開することで、読書の質の向上を図ります。 【小中学校】

② 学校において多様な子どもたちが豊かな読書活動を体験できるよう、一人一人の

教育的ニーズに痣 じたアクセシブルな書籍等の整備を中央図書館 と連携 して行う

とともに、学習指導要領等にもとづき自発的な読書を促す指導が行われるための取

組を推進 します。 【小中学校、学校教育課、中央図書館】

④ 児童生徒の知的活動を喚起し、様々な興味・関,せ にAえ る魅力的な学校図書館資

料7を 整備・充実させます。また、各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間、

特別活動において多様な教育活動を展開していくためにも、学校図書館資料を充実

し、児童生徒が健全に欠口識を深められるような資料構成と十分な資料規模を備えま

す。 【小中学校、学校教育課】

≪活動指標≫

・「学校図書館図書標準」を達成する学校数

R5年度 (現状値) Rll年度

14校/16校 16校/16校

,「児童生徒が読書を楽しむのに十分な本がそろつていると思う」と答えた学校数

R5年度 (現状値) Rll年度

6校/18校 18校/18校

・「児童生徒が授業で活用できる本や資料などが十分にそろつていると思う」と答

えた学校数

R5年度 (現状値) Rll年度

4校/18校 18校/18校

④ 学校図書館間の相互貸借を検討します。 【小中学校、学校教育課】

⑮ 乳幼児から小中学生のいる施設 (教育・保育施設、小中学校等)を 対象とした図

書整備への財源確保に努めます。【学校教育課、保育こども園課、こども未来課】

④ 新たな図書館を整備する際には、企画部署や子育て施策・福祉施策等の担当部局

等との連携・協力を図り、子どもとその親をはじめ、全ての市民に利用しやすい図

書館の整備を検討 します。 【中央図書館】

7学
校図書館法第 2条に規定する図書、視覚聴覚教育の資料その他学校教育にX要な資料をいいます。
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第 5章  「第 4次糸満市子どもの読書活動推進計画」の取組

O 学校の新増築を行う際には、国序補助を活用し、「読書セシター」「学習セシター」

「情報センター」の 3つ の機能が果たせるような十分な広さのある学校図書館の整

備を行うように努めます。 【教育総務課】

④ 学校図書館が「読書センター」「学習センター」「情報センター」としての機能を

果たすためのインターネット環境や機器等の整備を行うように努めます。

【学校教育課、教育総務課】

⑮ 学校図書館と中央図書館の合同研修会等を実施します。

【学校教育課、小中学校、中央図書館】

⑩ 司書教諭は、学校図書館資料の選択・収集 :提供のほかミ学校図書館を活用した

教育活動の企画の実施、教育課程の編成に関する他教員への助宮等、学校図書館の

運営・活用について中鳶的な役割を担うことから、 12学級以上の学校につぃては

確実に司書教諭の配置8を
行った上で、司書教諭が学校図書館に係る業務t=従事す

る時間を確保するよう努めます。 【̀小 中学校、学校教育課、教育総務課】

⑪ 学校司書は学校図書館の職務に従事する職員であり、司書教諭と連携しながら多

様な読書濫動を企画・実施したり、学校図書館サエビスの改善 .充実を図る重要な

役割を担うことから専門性の確保がX要であり、有資格者の配置に努めます。

【教育総務課】

≪活動指標≫

・司書資格を持つ学校司書の配置

R5年度 (現状値) Rll年度

9校/16校 16校/16校

8学
校図書館法第 5条及び附則第 2項 の規定にもとづく政今により、平成 15年度以降、 12学級以上の学校に、司書

教諭を搭ず配置しなければならないこととされています。
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子どもの読書活動の推進に関する法律

平成 13寄判 2月 12日

法 律 第 154号

(目 的)

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及

び地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する

雖要な事項を定めることにより、子どもの読書活動の椎進に関する施策を総合的かつ

計画的に推進 し、もって子どもの健やかな成長に資することを目的とする。

(基本理念)

第二条 子ども (お おむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。)の読書活動は、子ども

が、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより

深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、

すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書濫動を行 うこと

ができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければならない。

(国 の責務)

第二条 画は、前条の基本理念 (以下「基本理念」 という。)に のっとり、子どもの読

書活動の推進に関する施策を総合的に策定 し、及び実施する責務を有する。

(地方公共団体の責務)

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の

実情を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を

有する。

(事業者の努力)

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子ども

の読書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努める

ものとする。

(保護者の役割)

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書を動の機会の充実及び読書活動の習慣

化に積極的な役割を果たすものとする。

(関係機関等 との連携強化)

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施

されるよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体 との連携の強化その他捲妥

な体制の整備に努めるものとする。

(子 ども読書活動推進基本計画)

第八条 政府は、子どもの読書濫動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を

図るため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画 (以下「子ども読書濫動推

進基本計画」 という。)を 策定 しなければならない。

2 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定 したときは、遅滞なく、これを国会

に報告するとともに、公表 しなければならない。

3 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変えについて準用する。
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(都道府県子ども読書活動推進計画等)

第九条 都道府県は、子ども読書濫動推進基本計画を基本とするとともに、当該者卜道

府県における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子ど

もの読書活動の推進に関する施策についての計画 (以下「都道府県子ども読書活動推

進計画」という。)を 策定するよう努めなければならない。

2 市町村は、子ども読書活動推進基本計画 (都道府県子ども読書活動推進計画が策

定されているときは、子ども読書濫動推進基本計画及び者卜道府県子ども読書活動推進

計画)を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等

を踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画

(以下「市町村子 ども読書活動推進計画」 という。)を 策定するよう努めなければな

らない。

3 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書

活動推進計画を策定 したときは、これを公表 しなければならない。

4 前項の規定は、都道府県子ども読書濫動推進計画又は市町村子ども読書活動推進

計画の変更について準用する。

(子 ども読書の日)

第十条 国民の間に広 く子どもの読書活動についての関′せと理解を深めるとともに、

子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。

2 子ども読書の日は、四月二十二日とする。

3 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にャS、 さわ しい事業を実施するよう

努めなければならない。

(財政上の措置等 )

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施する

ため蜂要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。

附 則

この法律は、公布の日から施行する。
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文字・活字文化振興法

平成 17寄17月 2(7日

法 律 第 91号

(目 的)

第一条 この法律は、文字・活字文化が、人類が長い歴史の中で蓄積 してきた知識及

び知患の継承及び向上、豊かな人間性の涵養並びに健全な民主主義の発達に欠くこと

のできないものであることにかんがみ、文字・滑字文化の振興に関する基本理念を定

め、並びに国及び地方公共団体の責務を明らかにするとともに、文字・活字文化の振

興に関するX要な事項を定めることにより、我が国における文字・活字文化の振興に

関する施策の総合的な推進を図り、もって知的で,こ 豊かな国民生活及び活力ある社会

の実現に寄与することを目的とする。

(定義)

第二条 この法律において「文字・活字文化」とは、活字その他の文字を用いて表現

されたもの (以下この条において「文章」 という。)を 読み、及び書 くことを中Jせ と

して行われる精神的な滑動、出版活動その他の文章を人に提供するための活動並びに

出版物その他のこれ らの活動の文化的所産をいう。

(基本理念)

第二条 文字・活字文化の振興に関する施策の推進は、すべての国民が、その自主性

を尊重されつつ、生涯にわたり、地域、学校、家庭その他の様々な場において、居住

する地域、身体的な条件その他の要因にかかわらず、等 しく豊かな文字・活字文化の

患沢を享受できる環境を整備することを旨として、行われなければならない。

2 文字・濫字文化の振興に当たっては、国語が日本文化の基盤であることに十分配

慮されなければならない。

3 学校教育においては、すべての国民が文字・活字文化の患沢を享受することがで

きるようにするため、その教育の課程の全体を通 じて、読む力及び書 く力並びにこれ

らの力を基礎 とする言語に関する能力 (以下「言語力」という。)の涵養に十分配慮

されなければならない。

(国 の責務)

第四条 国は、前条の基本理念 (次条において「基本理念」 という。)に のっとり、文

字・活字文化の振興に関する施策を総合的に策定 し、及び実施する責務を有する。

(地方公共団体の責務)

第五条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の

実情を踏まえ、文字・活字文化の振興に関する施策を策定し、及び実施する責務を有

する。
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(関係機関等 との連携強化)

第六条 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の振興に関する施策が円滑に実施さ

れるよう、図書館、教育機関その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他盤

妥な体制の整備に努めるものとする。

(地域における文字・活字文化の振興 )

第七条 市町村は、図書館奉仕に対する住民の需要に適切に対Aで きるようにするた

め、雖要な数の公立図書館を設置し、及び迪切に配置するよう努めるものとする。

2 回及び地方公共団体は、公立図書館が住民に対 して適切な図書館奉仕を提供する

ことができるよう、司書の充実等の人的体制の整備、図書館資料の充実、情報化の推

進等の物的条件の整備その他の公立図書館の運営の改善及び向上のために雖要な施策

を講ずるものとする。

3 国及び地方公共団体は、大学その他の教育機関が行 う図書館の一般公衆への開

放、文字・活字文化に係る公開講座の開設その他の地域における文字・活字文化の振

興に貢献する濫動を促進するため、必要な施策を講ずるよう努めるものとする。

4 前三項に定めるもののほか、国及び地方公共団体は、地域における文字・活字文

化の振興を図るため、文字・濫字文化の振興に資する活動を行う民間団体の支援その

他の搭要な施策を講ずるものとする。

(学校教育における言語力の涵かん養)

第八条 国及び地方公共団体は、学校教育において言語力の涵かん養が十分に図られ

るよう、効果的な手法の普及その他の教育方法の改善のために踏要な施策を講ずると

ともに、教育職員の養成及び研修の内容の充実その他のその資質の向上のためにX要

な施策を講ずるものとする。

2 回及び地方公共団体は、学校教育における言語力の涵かん養に資する環境の整備

充実を図るため、司書教諭及び学校図書館に関する業務を担当するその他の職員の充

実等の人的体制の整備、学校図書館の図書館資料の充実及び情報化の推進等の物的条

件の整備等に関し養要な施策を講ずるものとする。

(文字・濫字文化の国際交流)

第九条 国は、できるFRり 多様な国の文字・活字文化が国民に提供されるようにする

とともに我が国の文字・濫字文化の海外への発信を促進するため、我が国においてそ

の文化が広 く知 られていない外国の出版物の日本語への翻訳の支援、日本語の出版物

の外国語への翻訳の支援その他の文字・活字文化の国際交流を促進するために舛要な

施策を講ずるものとする。

(学術的出版物の普及)

第十条 国は、学術的出版物の普及が一般に困難であることにかんがみ、学術研究の

成果についての出版の支援その他のX要な施策を講ずるものとする。

(文字・濫字文化の日)

第十一条 国民の間に広 く文字・活字文化についての関鳶と理解を深めるようにする

ため、文字・活字文化の日を設ける。

2 文字・濫字文化の日は、十月二十七日とする。

59



資料編

3 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の日には、その趣旨にしき、さわ しい行事が

実施されるよう努めるものとする。

(財政上の措置等)

第十二条 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の振興に関する施策を実施するた

め捲要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。

附 則

この法律は、公布の日から施行する。
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視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律

今和元年 6月 28日

法 律 第 49号

第一章 総則

(目 的)

第一条 この法律は、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関し、基本理念を定め、

並びに国及び地方公共団体の責務を明らかにするとともに、基本計画の策定その他の

視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策の基本となる事項を定めること等

により、視覚障害者等の読書環境の整備を総合的かつ計画的に推進 し、もって障害の

有無にかかわ らず全ての国民が等 しく読書を通 じて文字・活字文化 (文字・活字文化

振興法 (平成十七年法律第九十一号)第二条に規定する文字・活字文化をいう。)の患

沢を享受することができる社会の実現に寄与することを目的とする。

(定義)

第二条 この法律において「視覚障害者等」とは、視覚障害、発達障害、肢体不自由そ

の他の障害により、書籍 (雑誌、新聞その他の刊行物を含む。以下同じ。)に ついて、

視覚による表現の記識が困難な者をいう。

2 この法律において「視覚障害者等が利用しやすい書籍」とは、点字図書、拡大図書

その他の視覚障害者等がその内容を容易に記識することができる書籍をいう。

3 この法律において「視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等」とは、電子書籍その

他の書籍に相当する文字、音声、点字等の電磁的記録 (電子的方式、磁気的方式その

他人の知覚によっては諷識することができない方式で作 られる記録をいう。第十一条

第二項及び第十二条第二項において同じ。)であって、電子計算機等を利用して視覚

障害者等がその内容を容易に記識することができるものをいう。

(基本理念)

第二条 視覚障害者等の読書環境の整備の推進は、次に掲げる事項を旨として行われな

ければならない。

一 視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等が視覚障害者等の読書に係る利便性の向

上に著 しく資する特性を有することに鑑み、情報通信その他の分野における先端的

な技術等を活用 して視覚障害者等が利用 しやすい電子書籍等の普及が図られるとと

もに、視覚障害者等の需要を踏まえ、引き続 き、視覚障害者等が利用しやすい書籍が

提供されること。

二 視覚障害者等が利用 しやすい書籍及び視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等

(以下「視覚障害者等が利用しやすい書籍等」という。)の量的拡充及び質の向上が

図られること。

二 視覚障害者等の障害の種類及び程度にAじ た配慮がなされること。

(国 の責務)

第四条 国は、前条の基本理念にのっとり、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関

する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。
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(地方公共団体の責務 )

第五条 地方公共団体は、第二条の基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その

地域の実情を踏まえ、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策を策定 し、

及び実施する責務を有する。

(財政上の措置等)

第六条 政府は、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策を実施するため盤

要な財政上の措置その他の措置を講 じなければならない。

第二章 基本計画等

(基本計画)

第七条 文都科学大臣及び厚生労働大臣は、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関

する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、視覚障害者等の読書環境の整備の推

進に関する基本的な計画 (以下この章において「基本計画」という。)を 定めなけれ

ばならない。

2 基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。

一 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策についての基本的な方針

二 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関 し政府が総合的かつ計画的に講ずべき

施策

二 前二号に掲げるもののほか、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策

を総合的かつ計画的に推進するためにX要な事項

3 文部科学大臣及び厚生労働大臣は、基本計画を策定しようとするときは、あらかじ

め、経済産業大臣、総務大臣その他の関係行政機関の長に協議 しなければならない。

4 文部科学大臣及び厚生労働大臣は、基本計画を策定しようとするときは、あらかじ

め、視覚障害者等その他の関係者の意見を反映させるためにX要な措置を講ずるもの

とする。

5 文部科学大臣及び厚生労働大臣は、基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを

インターネッ トの利用その他通切な方法により公表 しなければならない。

6 前二項の規定は、基本計画の変更について準用する。

(地方公共団体の計画)

第八条 地方公共団体は、基本計画を勘案 して、当該地方公共団体における視覚障害者

等の読書環境の整備の状況等を踏まえ、当該地方公共団体における視覚障害者等の読

書環境の整備の推進に関する計画を定めるよう努めなければならない。

2 地方公共団体は、前項の計画を定めようとするときは、あらかじめ、視覚障害者等

その他の関係者の意見を反映させるために雖要な措置を講ずるよう努めるものとする。

3 地方公共団体は、第一項の計画を定めたときは、遅滞なく、これを公表するよう努

めなければならない。

4 前二項の規定は、第一項の計画の変見について準用する。
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第二章 基本的施策

(視覚障害者等による図書館の利用に係る体制の整備等)

第九条 国及び地方公共団体は、公立図書館、大学及び高等専門学校の附属図書館並び

に学校図書館 (以下「公立図書館等」という。)並びに国立国会図書館について、各々

の果たすべき役割にAじ 、点字図書館 とも連携 して、視覚障害者等が利用しやすい書

籍等の充実、視覚障害者等が利用しやすい書籍等の円滑な利用のための支援の充実そ

の他の視覚障害者等によるこれらの図書館の利用に係る体制の整備が行われるよう、

終要な施策を講ずるものとする。

2 国及び地方公共団体は、点字図書館について、視覚障害者等が利用しやすい書籍等

の充実、公立図書館等に対する視覚障害者等が利用 しやすい書籍等の利用に関する情

報提供その他の視覚障害者等が利用しやすい書籍等を視覚障害者が十分かつ円滑に利

用することができるようにするための取組の促進に搭要な施策を講ずるものとする。

(イ ンターネットを利用したサービスの提供体制の強化)

第十条 国及び地方公共団体は、視覚障害者等がインターネットを利用して全国各地に

存する視覚障害者等が利用しやすい書籍等を十分かつ円滑に利用することができるよ

うにするため、次に掲げる施策その他の捲要な施策を講ずるものとする。

一 点字図書館等から著作権法 (昭和四十五年法律第四十八号)第二十七条第二項又

は第二項本文の規定により製作される視覚障害者等が利用 しやすい電子書籍等 (以

下「特定電子書籍等」という。)であってインターネッ トにより送信することができ

るもの及び当該点字図書館等の有する視覚障害者等が利用しやすい書籍等に関する

情報の提供を受け、 これらをインターネッ トにより視覚障害者等に提供する全国的

なネッ トワークの運営に対する支援

二 視覚障害者等が利用しやすい書籍等に係るインターネットを利用したサービスの

提供についての国立国会図書館、前号のネットワエクを運営する者、公立図書館等、

点字図書館及び特定電子書籍等の製作を行う者の間の連携の強化

(特定書籍及び特定電子書籍等の製作の支援 )

第十一条 国及び地方公共団体は、著作権法第二十七条第一項又は第二項本文の規定に

より製作される視覚障害者等が利用しやすい書籍 (以下「特定書籍」という。)及び特

定電子書籍等の製作を支援するため、製作に係る基準の作成等のこれ らの質の向上を

図るための取組に対する支援その他の捲要な施策を講ずるものとする。

2 国は、特定書籍及び特定電子書籍等の効率的な製作を促進するため、出版を行 う者

(次条及び第十八条において「出版者」という。)か らの特定書籍又は特定電子書籍等

の製作を行 う者に対する書籍に係る電磁的記録の提供を促進するための環境の整備に

X要な支援その他の必要な施策を講ずるものとする。

(視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等の販売等の促進等)

第十二条 国は、視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等の販売等が促進されるよう、

技術の進歩を迫切に反映 した規格等の普及の促進、著作権者 と出版者 との契約に関す

る情報提供その他の捲要な施策を講ずるものとする。

2 国は、書籍を購入 した視覚障害者等からの求めにAじ て出版者が当該書籍に係る電

磁的記録の提供を行 うことその他の出版者からの視覚障害者等に対する書籍に係る電

63



資料編

磁的記録の提供を促進するため、その環境の整備に関する関係者間における検討に対

する支援その他の勇要な施策を講ずるものとする。

(外国からの祝覚障害者等が利用しやすい電子書籍等の大手のための環境の整備)

第十二条 国は、視覚障害者等が、盲人、視覚障害者その他の印刷物の判読に障害のあ

る者が発行された著作物を利用する機会を促進するためのマラケシユ条約の枠組みに

基づき、視覚障害者等が利用 しやすい電子書籍等であってインターネッ トにより送信

することができるものを外国から十分かつ円滑に大手することができるよう、その人

手に関する相談体制の整備その他のその大手のための環境の整備について蜂要な施策

を講ずるものとする。

(端末機器等及びこれに関する情報の大手の支援)

第十四条 国及び地方公共団体は、視覚障害者等が利用しやすtⅢ 電子書籍等を利用する

ための端末機器等及びこれに関する情報を視覚障害者等が大手することを支援するた

め、撼要な施策を講ずるものとする。

(情報通信技術の習得支援 )

第十五条 国及び地方公共団体は、視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等を利用する

に当たって撼要 となる情報通信技術を視覚障害者等が習得することを支援するため、

講習会及び巡回指導の実施の推進その他の搭要な施策を講ずるものとする。

(研究開発の推進等)

第十六条 国は、視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等及びこれを利用するための端

末機器等について、視覚障害者等の利便性の一層の向上を図るため、これ らに係る先

端的な技術等に関する研究開発の推進及びその成果の普及に挺要な施策を講ずるもの

とする。

(人材の育成等)

第十七条 国及び地方公共団体は、特定書籍及び特定電子書籍等の製作並びに公立図書

館等、国立国会図書館及び点字図書館における視覚障害者等が利用しやすい書籍等の

円滑な利用のための支援に係る人材の育成、資質の向上及び確保を図るため、研修の

実施の推進、広報活動の充実その他の盤要な施策を講ずるものとする。

第四章 協議の場等

第十八条 国は、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策の効果的な推進を

図るため、文部科学省、厚生労働省、経済産業省、総務省その他の関係行政機関の職

員、国立国会図書館、公立図書館等、点字図書館、第十条第一号のネットワークを運

営する者、特定書籍又は特定電子書籍等の製作を行 う者、出版者、視覚障害者等その

他の関係者による協議の場を設けることその他関係者の連携協力に関し雖要な措置を

講ずるものとする。

附 則

この法律は、公布の日から施行する。
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糸満市子どもの読書活動推進委員会設置妥綱

今和 4年 6月 24日

教育委員会告示第 4号

(設置)

第 1条 子どもの読書活動の推進に関する法律 (平成 13年法律第 154号 )の規定

に基づき、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するた

め、糸満市子ども読書活動推進委員会 (以下「委員会」 という。)を設置する。

(所掌事務)

第 2条 委員会は、糸満市における子どもの読書活動に関する次の事務を所掌する。

(I)糸満市子どもの読書活動推進計画 (案)を策定 し、教育長へ提出すること。

(2)推進方策及び関係団体 との連携・協力のあり方について研究又は協議すること。

(3)市民への広報及び啓発について協議すること。

(4)糸満市子どもの読書活動推進計画について検証及び評価すること。

(5)その他子どもの読書活動推進に関し捲要なこと。

(組織 )

第 3条 委員会は、 10人以内で組織する。

2 委員は、次に掲げる者のうちから教育長が委嘱又は任命する。

(I)糸満市立小学校長代表

(2)糸満市立中学校長代表

(3)糸満市内こども園長代表

(4)糸満市教育委員代表

(5)糸満市社会教育委員代表

(6)糸満市立中央図書館協議会委員代表

(7)糸満市教育委員会教育部長

(8)糸満市教育委員会教育指導監

(9)糸満市立中央図書年長

(IO)糸満市役所こども未来部長

(II)そ の他教育長が誕める者

(任期 )

第 4条 委員の任期は、委嘱又は任命された日からその日が属する年度の末日までと

する。

(委員長及び副委員長)

第 5条 委員会に委員の互選により委員長及び副委員長を置く。

2 委員長は委員会を代表 し、会務を総括する。

3 副委員長は、委員会を補佐 し、委員長に事故があるとき、又は欠けたときはその

職務を代理する。

(会議 )

第 6条 委員会は、捲妥に応 じて委員長が招集 し、委員長が議長を務める。

2 委員長は、捲妥 と訳めるときは会議に委員以外の者を出席させ、意見又は説明を

求めることができる。
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(部会)

第 7条 委員長が捲妥 と訳めるときは、委員会に部会を置くことができる。

2 部会に属する委員及びその部会長は、委員会の中から委員長が指名する。

(意見等の聰取)

第 8条 委員会は、X要にAじ て、広く意見を聴 くことができる。

(事務局)

第 9条 委員会の事務局は、糸満市教育委員会生涯学習課に置く。

(委任)

第 10条  この告示に定めるもののほか、委員会の運営に関し盤要な事項は、委員長

が別に定める。

附 則

この告示は、公布の日から施行する。

糸満市子どもの読書活動推進員名簿

(委嘱期間 :今和 6年 7月 26日 ～今和 7年 3月 31口 )

【事務局】

Nα 氏  名 所    属 備 考

| 宮 里 樹 糸満市教育委員会 教育部長 委 員 長

2 金 城   毅 糸満市立中央図書館 館長 副委員長

3 山 田 浩 也 糸満市立兼ナ成小学校 校長

4 親 泊 正 幸 糸満市立高嶺中学校 校長

5 仲 宗 根 愛 利 糸満市立喜屋武こども園 園長

6 長 嶺 美 香 糸満市教育委員

7 大 城 英 孝 糸満市社会教育員

8 城 野 里 江 糸満市立中央図書館協議会委員

9 伊 敷 尚 也 糸満市教育委員会 教育指導監

10 真 栄 田 由美 子 糸満市役所 こども未来部長

Nα 氏  名 所    属 備 考

| 大 城 尚 え 糸満市教育委員会生涯学習課 課長

2 山 城 美 香 糸満市教育委員会生涯学習課 主幹兼係長

3 古 堅 千 明 糸満市教育委員会生涯学習課 生涯学習係

4 大 城 美 奈 子 糸満市立中央図書館 副館長

5 山 城 聖 子 糸満市立中央図書館 管理係
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